
87

　
　
　
　
は
じ
め
に

　

前
稿
に
引
き
続
き
、
本
稿
で
は
江
馬
修
『
山
の
民
』
の
冬
芽
書
房
版
か
ら
理
論
社
版
へ
の
改

稿
に
お
け
る
、
単
位
内
の
変
更
を
検
討
す
る
。
改
め
て
確
認
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
各
本
文
中

の
章
分
け
に
加
え
て
、
各
章
中
に
行
な
わ
れ
る
一
行
あ
け
に
よ
る
区
分
を
併
用
し
て
分
け
た
も

の
が
各
単
位
で
あ
る
。
前
稿
で
は
第
三
部
を
検
討
し
た
。
本
稿
で
は
第
四
部
を
検
討
す
る
。
た

だ
し
、
第
四
部
と
は
理
論
社
版
に
お
け
る
も
の
で
、
冬
芽
書
房
版
で
は
第
三
部
の
後
半
に
あ
た

る
こ
と
は
前
稿
で
述
べ
た
。

　
　
　
　
一

　

前
稿
と
同
様
、
以
前
に
作
製
し
た
各
単
位
の
内
容
を
ご
く
簡
単
に
要
約
し
た
一
覧
に
、
単
位

内
の
変
更
を
書
き
加
え
る
こ
と
で
、
ま
ず
は
お
お
よ
そ
の
変
更
を
整
理
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め

る
。
変
更
は
、
構
成
の
変
更
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
、
省
か
れ
た
部
分
の
三
つ
に
分
け
、

そ
れ
ぞ
れ
△
、

、

の
記
号
を
付
し
、

と

の
部
分
に
つ
い
て
は
そ
の
内
容
の
簡
単
な
要

約
を
付
す
。
構
成
の
変
更
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
簡
単
に
記
す
こ
と
は
困
難
な
た
め
、
△
の
み
を

記
す
に
と
ど
め
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
の
ち
に
検
討
す
る
際
に
説
明
す
る
。
追
加

部
分
及
び
省
略
部
分
に
は
ペ
ー
ジ
並
び
に
行
数
を
記
す
。
当
然
な
が
ら
、
追
加
部
分
の
ペ
ー
ジ

は
理
論
社
版
の
、
省
略
部
分
の
ペ
ー
ジ
は
冬
芽
書
房
版
の
そ
れ
で
あ
る
。

、

、
及
び
△
に

は
そ
れ
ぞ
れ
番
号
を
付
し
て
お
く
。
た
だ
し
、

の
部
分
は
冬
芽
書
房
版
第
三
部
に
あ
た
る
の

で
、
前
稿
で
付
し
た
も
の
の
続
き
番
号
で
記
す
。
ペ
ー
ジ
並
び
に
行
数
は
「
／
」
を
は
さ
ん
で

そ
の
順
に
記
す

江 

馬 

修 

『

山

の

民

』
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第
四
部　

蜂
起

　
　
　

一

　

【
1
】（
一
月
八
日
）
川
上
屋
善
右
衛
門
、
嘆
願
の
た
め
京
都
へ
向
か
う
。

　
　
　
　

1　

郷
倉
建
立
掛
り
を
命
じ
ら
れ
暗
澹
と
な
る
組
頭
た
ち
。 

（
3
下
／
5
）

　

【
2
】
善
右
衛
門
、
脇
田
頼
三
に
会
い
、
相
談
の
上
願
書
を
提
出
。

　
　
　
　

2　

善
右
衛
門
、
赤
田
屋
瑛
次
郎
を
同
道
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
む
。

 

（
7
上
／
5
）

　
　
　
　

△
1

　
　
　

二

　

【
3�

】
善
右
衛
門
、
留
守
中
の
宿
に
梅
村
の
追
手
が
来
た
こ
と
を
知
り
、
役
所
に
保
護
を
求

め
る
。

　

【
4
】
善
右
衛
門
、
刑
法
官
の
取
り
調
べ
を
受
け
、
願
書
を
提
出
。

　
　
　
　

3　

善
右
衛
門
の
言
葉
（
の
一
部
）。 

（
19
下
／
9
）

　

【
5
】
善
右
衛
門
、
再
び
追
手
に
つ
か
ま
り
そ
う
に
な
る
。

　
　
　
　

△
2

　
　
　

三

　

【
6
】
善
右
衛
門
、
刑
法
官
に
再
度
願
書
を
提
出
。

　
　
　
　

4　

善
右
衛
門
の
自
問
。 
（
24
上
／
7
）

　
　
　
　

5　

要
領
を
得
た
瑛
次
郎
の
文
章
。 

（
25
上
／
6
）

　
　
　

四

　

【
7
】
関
所
廃
止
の
行
政
官
布
告
に
と
ま
ど
う
役
所
。

　

【
8
】
苗
字
帯
刀
許
可
の
変
更
に
よ
り
、
い
っ
そ
う
強
ま
る
梅
村
へ
の
反
発
。

　

【
9
】
商
法
局
の
主
要
産
業
独
占
に
高
ま
る
不
満
。

　
　
　
　

△
3

　
　
　
　

34　

商
法
局
に
対
す
る
人
々
の
不
満
。 

（
248
／
6
）

　【
10
】
探
索
方
、
高
山
に
乗
り
込
み
、
一
方
赤
田
屋
瑛
二
郎
ら
謹
慎
処
分
に
。

　【
11
】
刑
法
官
監
察
司
、
高
山
を
訪
れ
調
査
。

　【
12
】
高
山
町
内
に
あ
ら
わ
れ
た
落
書
。

　
　
　

五

　

【
13
】
各
所
で
の
ぼ
や
騒
ぎ
。

　
　
　
　

6　

半
鐘
の
音
に
外
へ
飛
び
出
す
人
々
。 

（
38
上
／
5
）

　
　
　
　

7　

火
方
と
兵
士
の
会
話
。 

（
38
下
～
39
上
／
11
）

　

【
14
】
火
方
と
調
練
隊
の
反
目
。

　
　
　
　

8　

火
方
装
束
以
外
の
人
々
。 

（
40
上
／
13
）

　
　
　
　

9　

兵
士
に
対
す
る
火
方
ら
の
不
満
。 

（
40
上
～
下
／
18
）

　
　
　
　

△
4

　
　
　
　

10　

兼
業
禁
止
に
対
す
る
人
々
の
不
満
。 

（
40
下
～
41
上
／
41
）

　
　
　
　

11　

人
々
の
会
話
。 

（
41
下
〜
42
下
／
41
）

　

【
15
】
火
方
ら
、
寄
り
合
い
を
持
ち
団
結
を
深
め
る
。

　
　
　
　

12　

上
野
の
森
と
火
方
ら
の
様
子
。 

（
42
下
～
43
上
／
16
）

　
　
　
　

13　

廻
状
を
読
み
奮
起
す
る
人
々
。 

（
44
上
～
下
／
18
）

　

【
16
】
自
衛
の
た
め
見
張
り
に
立
つ
百
姓
た
ち
。

　

【
17
】
松
本
村
藤
兵
衛
、
古
川
町
の
消
防
組
の
た
い
ま
つ
を
狐
火
と
見
ま
ち
が
う
。

　
　
　

六

　

【
18
】
旧
地
役
人
、
つ
の
る
不
満
か
ら
口
上
書
を
提
出
。

　
　
　
　

14　

吉
田
文
助
と
富
田
稲
太
の
会
話
（
の
一
部
）。 

（
55
上
／
9
）

　

【
19
】
旧
地
役
人
の
再
度
の
要
求
に
危
機
を
お
ぼ
え
、
吉
田
文
助
京
都
へ
行
く
こ
と
を
決
意
。

　
　
　
　

15　

年
貢
軽
減
の
要
求
は
百
姓
た
ち
に
と
っ
て
は
当
然
で
あ
っ
た
こ
と
。

 

（
56
上
／
5
）

　
　
　
　

35　

吉
田
の
立
場
に
つ
い
て
。 

（
271
／
7
）

　
　
　
　

16　

富
田
に
は
知
ら
せ
ず
陣
屋
を
抜
け
出
す
吉
田
。 

（
57
下
～
58
上
／
8
）

　【
20
】
吉
田
文
助
、
京
都
の
梅
村
の
も
と
へ
向
か
う
。

　
　
　
　

36　

駕
籠
の
な
か
の
吉
田
。 

（
272
～
273
／
4
）

　
　
　

七

　

【
21
】
真
夜
中
、
半
鐘
が
け
た
た
ま
し
く
鳴
り
火
事
騒
ぎ
。

　
　
　
　

17　

地
役
人
、
役
所
へ
談
判
。 

（
59
下
／
11
）
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37　

早
春
の
高
山
の
様
子
。 

（
273
～
274
／
7
）

　
　
　
　

18　

吉
田
が
梅
村
の
元
へ
行
っ
た
こ
と
を
知
り
、
不
安
が
る
人
々
。 

（
60
上
／
10
）

　

【
22
】
江
馬
弥
平
の
家
の
作
小
屋
、
火
事
に
あ
う
。

　
　
　
　

38　

増
蔵
に
つ
い
て
。 

（
276
／
4
）

　
　
　
　

19　

喊
声
を
あ
げ
駆
け
出
す
人
々
。 

（
63
上
／
6
）

　

【
23
】
江
馬
の
家
を
は
じ
め
多
く
の
家
が
打
ち
こ
わ
し
に
あ
う
。

　
　
　
　

20　

ま
わ
り
の
山
々
に
こ
だ
ま
す
る
鐘
の
音
。 

（
66
上
／
7
）

　
　
　
　

21　

軒
先
の
提
灯
を
ひ
っ
こ
め
る
家
々
。 

（
66
下
／
6
）

　

【
24
】
人
々
の
不
安
の
な
か
、
打
ち
こ
わ
し
は
続
く
。

　
　
　
　

22　

不
安
な
一
夜
を
す
ご
す
人
々
。 

（
67
上
～
下
／
13
）

　
　
　

八

　

【
25
】
打
ち
こ
わ
し
は
さ
ら
に
拡
大
し
、
牢
屋
や
学
校
ま
で
が
襲
わ
れ
る
。

　
　
　
　

23　

寺
々
の
鐘
が
鳴
り
、
打
ち
こ
わ
し
の
知
ら
せ
が
届
く
。 

（
69
下
／
6
）

　

【
26
】
門
番
の
辰
造
、
引
き
ま
わ
し
の
果
て
に
殺
害
さ
れ
る
。

　
　
　
　

24　

門
番
の
辰
造
、
清
吉
に
声
を
か
け
ら
れ
逃
げ
出
す
。 

（
72
上
～
下
／
16
）

　
　
　
　

25　

清
吉
が
切
り
つ
け
ら
れ
大
騒
ぎ
と
な
る
。 

（
72
下
／
9
）

　
　
　
　

26　

役
所
の
内
庭
に
お
り
る
も
隠
れ
場
所
の
な
い
辰
造
。 
（
73
上
～
下
／
7
）

　
　
　
　

27　

役
所
の
門
前
に
居
並
ぶ
役
人
た
ち
。 
（
73
下
／
6
）

　
　
　
　

28　

役
所
内
に
入
り
込
む
火
方
た
ち
。 

（
74
上
／
7
）

　
　
　
　

29　

辰
造
を
様
々
に
な
ぶ
る
人
々
。 

（
74
下
／
7
）

　

【
27
】
鳥
羽
良
映
が
つ
か
ま
る
が
、
僧
侶
の
た
め
入
牢
は
ま
ぬ
が
れ
る
。

　

【
28
】
お
つ
る
を
逃
が
そ
う
と
し
た
吉
田
忠
太
郎
が
つ
か
ま
り
牢
屋
へ
。

　
　
　
　

30　

吉
田
、
お
つ
る
を
伴
な
い
逃
走
。 

（
76
下
～
78
上
／
52
）

　
　
　
　

31　

吉
田
、
縄
を
か
け
ら
れ
物
置
小
屋
に
つ
な
が
れ
る
。 

（
78
上
／
4
）

　

【
29
】
忠
太
郎
と
は
ぐ
れ
た
お
つ
る
は
逃
げ
、
自
殺
を
試
み
る
が
失
敗
。

　【
30
】
暴
動
が
拡
大
す
る
な
か
、
難
を
逃
れ
よ
う
と
す
る
人
々
。

　
　
　
　

32　

そ
れ
ぞ
れ
の
村
で
騒
動
が
起
こ
る
。 

（
82
下
／
7
）

　
　
　
　

33　

意
気
あ
が
る
百
姓
た
ち
。 

（
83
上
／
6
）

　
　
　
　

39　

百
姓
た
ち
の
会
話
。 

（
290
／
4
）

　
　
　
　

34　

船
坂
屋
半
右
衛
門
の
行
動
。 

（
84
下
／
10
）

　
　
　

九

　

【
31
】
暴
動
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
危
惧
す
る
旧
地
役
人
、
様
々
な
対
策
を
講
じ
一
時
沈
静
化
。

　
　
　
　

40　

地
役
人
た
ち
の
不
安
。 

（
293
／
5
）

　
　
　
　

35　

地
役
人
た
ち
の
思
惑
。 

（
87
上
～
下
／
15
）

　
　
　
　

36　

い
く
ら
か
平
穏
に
な
っ
た
高
山
。 

（
89
下
／
10
）

　
　
　
　

37　

偶
然
を
よ
そ
お
い
吉
住
礼
助
が
あ
ら
わ
れ
る
。 

（
90
上
／
15
）

　
　
　
　

38　

市
次
郎
と
増
造
の
会
話
。 

（
90
下
～
91
上
／
16
）

　
　
　
　

41　

火
方
た
ち
の
考
え
。 

（
296
／
9
）

　
　
　
　

39　

火
方
た
ち
の
会
話
。 

（
93
上
／
6
）

　
　
　
　

40　

百
姓
と
安
右
衛
門
の
会
話
。 

（
94
下
～
95
上
／
8
）

　
　
　
　

41　

百
姓
た
ち
の
会
話
。 

（
95
下
／
10
）

　
　
　

一
〇

　

【
32
】
続
々
と
京
都
へ
向
か
う
反
梅
村
派
。

　

【
33
】
禁
足
の
梅
村
、
役
所
の
富
田
に
手
紙
で
対
処
を
指
示
。

　

【
34�

】
刑
法
官
判
事
か
ら
取
り
調
べ
を
受
け
た
梅
村
、(

三
月
五
日)

禁
を
お
か
し
て
高
山

へ
向
か
う
。

　
　
　
　

42　

お
つ
る
の
消
息
が
気
が
か
り
な
梅
村
。 

（
308
／
9
）

　
　
　
　

43　

善
右
衛
門
ら
の
不
安
。 

（
310
／
4
）

　
　
　
　

44　

あ
る
人
物
の
言
葉
。 

（
310
／
3
）

　

【
35
】
途
中
、
役
所
の
吉
住
・
庄
村
に
手
紙
を
出
し
対
処
を
指
示
。

　
　
　
　

42　

梅
村
、
お
つ
る
の
父
親
を
呼
び
出
し
、
お
つ
る
の
消
息
を
尋
ね
る
。

 

（
104
上
～
下
／
15
）

　
　
　

一
一

　

【
36
】
梅
村
入
国
を
警
戒
す
る
人
々
。

　
　
　
　

△
5

　
　
　
　

43　

治
安
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
火
方
た
ち
。 

（
106
下
／
5
）
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44　

火
方
た
ち
、
陣
屋
の
護
衛
も
担
う
。 

（
107
上
／
5
）

　
　
　
　

△
6

　
　
　
　

45　

人
々
、
火
方
た
ち
に
敬
意
を
払
う
。 

（
107
／
5
）

　

【
37
】
富
田
稲
太
、
遺
書
を
残
し
て
切
腹
を
企
て
る
が
命
は
取
り
と
め
る
。

　
　
　
　

46　

富
田
に
同
情
し
、
礼
賛
す
る
人
々
。 

（
110
上
～
下
／
13
）

　

【
38
】
梅
村
が
や
っ
て
来
る
と
聞
き
動
揺
す
る
人
々
。

　
　
　
　

47　

様
々
な
対
策
を
練
る
人
々
。 

（
110
下
～
113
上
／
87
）

　
　
　
　

45　

郡
中
会
所
の
動
き
。 

（
319
／
9
）

　
　
　

一
二

　

【
39
】
梅
村
入
国
に
備
え
、
再
び
決
起
す
る
人
々
。

　
　
　
　

48　

再
び
起
こ
る
人
々
の
不
安
。 

（
114
上
／
15
）

　
　
　
　

△
7

　
　
　
　

49　

監
察
司
及
び
伊
奈
県
、
苗
木
藩
の
動
き
。 

（
116
上
～
下
／
19
）

　
　
　
　

46　

監
察
司
と
苗
木
藩
の
対
処
。 

（
322
／
4
）

　

【
40
】
人
々
、
代
官
橋
を
中
心
と
す
る
宮
川
べ
り
に
集
結
。

　

【
41
】
火
方
ら
、
鉄
砲
と
弾
薬
を
入
手
で
き
ず
。

　

【
42
】
遅
れ
て
か
け
つ
け
て
き
た
百
姓
た
ち
。

　
　
　

一
四

　

【
43
】
一
の
宮
の
境
内
に
か
け
つ
け
た
五
郎
作
と
源
兵
衛
の
会
話
。

　
　
　
　

50　

続
々
と
一
ノ
宮
に
集
ま
る
百
姓
た
ち
。 

（
130
下
／
15
）

　
　
　
　

51　

集
ま
っ
て
来
た
百
姓
た
ち
の
様
子
。 

（
131
上
～
下
／
14
）

　
　
　
　

52　

五
郎
作
と
源
兵
衛
の
会
話
。 

（
132
上
～
134
下
／
92
）

　

【
44
】
鉄
砲
・
兵
糧
が
届
か
ぬ　

ま
ま
先
頭
部
隊
が
進
発
。

　
　
　
　

53　

梅
村
接
近
の
知
ら
せ
を
聞
き
動
揺
す
る
人
々
。 

（
134
下
～
135
上
／
40
）

　
　
　
　

47　

酒
も
ま
だ
届
か
な
か
っ
た
こ
と
。 

（
323
／
3
）

　
　
　
　

54　

人
々
の
会
話
。 

（
136
上
～
137
上
／
43
）

　
　
　
　

48　

町
会
所
と
郡
中
会
所
の
策
略
。 

（
323
～
325
／
24
）

　
　
　
　

49　

人
々
の
会
話
。 

（
325
～
326
／
16
）

　

【
45
】
迎
え
う
つ
人
々
の
様
々
な
動
き
。　

　
　
　
　

55　

戦
意
に
も
え
る
人
々
。 

（
138
上
～
下
／
16
）

　
　
　
　

△
8

　
　
　
　

50　

竹
槍
を
作
る
人
々
。 

（
328
／
4
）

　
　
　
　

56　

途
中
で
ひ
き
返
す
為
吉
。 

（
139
下
～
140
上
／
17
）

　
　
　
　

51　

民
助
に
つ
い
て
。 

（
329
～
330
／
4
）

　
　
　
　

57　

吉
住
と
為
吉
の
会
話
。 

（
140
下
～
141
下
／
37
）

　
　
　
　

52　

そ
の
後
の
民
助
。 

（
330
／
4
）

　

【
46
】
吉
住
礼
助
、
暴
動
鎮
圧
を
画
策
。

　
　
　

一
五

　

【
47
】
先
頭
部
隊
、
宮
峠
を
越
え
る
が
武
器
と
兵
糧
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
。

　
　
　
　

58　

久
々
野
郷
の
状
況
。 

（
142
下
／
6
）

　
　
　
　

59　

に
ぎ
り
飯
を
む
さ
ぼ
り
食
う
人
々
。 

（
143
上
／
7
）

　
　
　
　

60　

竹
槍
を
作
る
人
々
。 

（
143
下
～
144
上
／
10
）

　
　
　
　

53　

物
資
に
窮
乏
す
る
人
々
。 

（
331
／
5
）

　
　
　
　

61　

物
資
と
応
援
を
要
求
す
る
人
々
。 

（
144
下
／
13
）

　

【
48
】
梅
村
、
火
方
ら
に
襲
わ
れ
、
逃
が
れ
る
途
中
肩
を
撃
た
れ
負
傷
。

　
　
　
　

62　

梅
村
、
呼
び
戻
し
の
寛
恕
を
願
う
書
状
を
認
め
る
。 

（
145
上
／
6
）

　
　
　
　

63　

梅
村
の
判
断
。 

（
145
下
／
8
）

　
　
　
　

64　

梅
村
と
源
八
の
会
話
。 

（
146
上
～
下
／
17
）

　
　
　
　

65　

火
の
手
が
上
が
る
家
。 

（
146
下
～
147
上
／
9
）

　【
49
】
梅
村
ら
、
か
ろ
う
じ
て
逃
が
れ
苗
木
藩
に
保
護
を
求
め
る
。

　
　
　
　

66　

房
吉
ら
、
梅
村
を
撃
っ
た
と
き
の
こ
と
を
百
姓
た
ち
に
語
る
。

 

（
149
上
～
150
上
／
49
）

　
　
　
　

67　

梅
村
、
苗
木
藩
に
身
を
寄
せ
る
こ
と
を
思
い
つ
く
。 

（
150
下
～
151
上
／
8
）

　
　
　
　

68　

梅
村
の
悪
評
は
他
に
広
く
及
ん
で
い
た
こ
と
。 

（
151
上
／
7
）

　【
50
】
苗
木
藩
に
梅
村
引
き
渡
し
を
要
求
す
る
が
拒
絶
さ
れ
る
。

　
　
　
　

69　

大
方
の
人
々
は
ひ
き
返
す
。 

（
151
下
～
152
上
／
22
）
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70　

厳
重
に
固
め
ら
れ
た
苗
木
城
門
。 

（
152
下
／
9
）

　
　
　
　

71　

安
右
衛
門
と
男
の
会
話
。 

（
152
下
～
153
上
／
12
）

　
　
　
　

72　

五
郎
作
の
言
葉
。 

（
153
下
～
154
上
／
14
）

　
　
　
　

73　

安
右
衛
門
と
老
侍
の
会
話
。 

（
154
下
／
15
）

　
　
　
　

74　

源
兵
衛
、
安
右
衛
門
、
五
郎
作
、
宇
平
の
会
話
。 

（
155
下
～
156
下
／
38
）

　
　
　
　

一
五

　

【
51
】
火
方
ら
の
行
動
が
激
化
す
る
な
か
、
名
張
村
五
郎
左
衛
門
が
虐
殺
さ
れ
る
。

　
　
　
　

75　

指
導
的
立
場
に
立
っ
た
火
方
。 

（
157
上
～
下
／
13
）

　
　
　
　

△
9

　
　
　
　

76　

御
役
所
と
地
役
人
の
立
場
。 

（
158
下
～
159
上
／
18
）

　
　
　
　

77　

処
刑
場
に
押
し
寄
せ
る
人
々
。 

（
161
上
／
12
）

　
　
　
　

78　

五
郎
左
衛
門
と
人
々
の
会
話
。 

（
161
下
～
162
上
／
23
）

　【
52
】（
三
月
十
三
日
）監
察
司
知
事
宮
原
大
輔
、高
山
に
入
り
、(

十
四
日)

梅
村
罷
免
さ
れ
る
。

　
　
　
　

79　

宮
原
、
鎮
静
に
あ
た
る
。 

（
164
上
／
16
）

　
　
　

一
六

　

【
53
】
宮
原
、
一
連
の
政
策
を
発
表
。

　

【
54
】
旧
地
役
人
、
辞
職
を
申
し
出
る
が
受
理
さ
れ
ず
。

　
　
　
　

54　

宮
原
は
ま
だ
正
式
に
知
事
に
任
命
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
。

 

（
347
～
348
／
4
）

　

【
55
】
郡
中
会
所
、
宮
原
に
十
二
ヶ
条
の
願
書
を
提
出
。

　
　
　
　

80　

郡
中
会
所
の
状
況
。 

（
167
下
／
10
）

　
　
　
　

81　

願
書
に
つ
い
て
の
評
。 

（
169
上
／
6
）

　
　
　
　

82　

宮
原
の
認
識
と
判
断
。 

（
169
下
～
170
上
／
21
）

　
　
　
　

83　

宮
原
の
返
事
に
対
す
る
評
。 

（
170
上
／
7
）

　
　
　
　

55　

郡
中
会
所
総
代
ら
、
お
と
な
し
く
引
き
下
が
る
。 

（
352
／
7
）

　
　
　
　

84　

旧
地
役
人
・
郡
中
会
所
と
百
姓
た
ち
の
対
立
。 

（
171
上
～
172
上
／
45
）

　
　
　
　

56　

春
に
な
り
、
百
姓
た
ち
が
畑
仕
事
を
は
じ
め
る
。 

（
359
／
9
）

　
　
　

一
七

　

【
56
】
川
上
屋
善
右
衛
門
、
京
都
で
の
活
動
の
後
、
瀧
原
礼
造
と
と
も
に
帰
国
。

　
　
　

一
八

　

【
57
】
宮
原
大
輔
、
高
山
県
知
事
に
就
任
し
、
地
役
人
た
ち
と
酒
宴
。

　
　
　
　

85　

庭
の
様
子
。 

（
178
下
／
7
）

　
　
　
　

86　

郡
代
時
代
と
変
わ
ら
ぬ
顔
ぶ
れ
。 

（
179
上
～
下
／
12
）

　
　
　
　

87　

宮
原
の
言
葉
（
の
一
部
）。 

（
179
下
／
7
）

　
　
　
　

88　

宮
原
と
役
人
た
ち
の
会
話
（
の
一
部
）。 

（
183
下
～
184
上
／
24
）

　
　
　
　

89　

庄
村
、
宮
原
の
杯
を
所
望
す
る
。 

（
185
下
／
8
）

　
　
　
　

90　

宮
原
の
言
葉
（
の
一
部
）。 

（
186
上
／
6
）

　
　
　
　

91　

宮
原
と
役
人
た
ち
の
会
話
。 

（
186
下
～
187
上
／
29
）

　
　
　
　

57　

宮
原
と
役
人
た
ち
の
会
話
（
の
一
部
）。 

（
370
～
371
／
20
）

　
　
　
　

△
10

　
　
　
　

92　

宮
原
の
言
葉
（
の
一
部
）。 

（
188
上
／
6
）

　
　
　
　

93　

宮
原
と
役
人
た
ち
の
会
話
（
の
一
部
）。 

（
188
上
～
下
／
23
）

　
　
　
　

58　

宮
原
の
言
葉
。 

（
372
／
16
）

　
　
　
　

59　

宮
原
の
言
葉
。 

（
373
／
4
）

　
　
　
　

60　

庭
の
様
子
。 

（
375
／
4
）

　
　
　

一
九

　

【
58
】
梅
村
、
牢
で
煩
悶
の
末(

明
治
三
年
十
月
二
十
六
日)

死
ぬ
。

　
　
　
　

94　

梅
村
の
考
え
。 

（
191
下
／
7
）

　
　
　
　

95　

梅
村
、
竹
沢
の
こ
と
を
思
い
出
す
。 

（
192
上
～
193
上
／
22
）

　
　
　
　

96　

梅
村
の
懊
悩
。 

（
193
上
～
下
／
19
）

　
　
　
　

97　

梅
村
毒
殺
を
め
ぐ
る
風
説
。 

（
194
上
～
195
上
／
23
）

　【
59
】
鳥
羽
良
映
の
そ
の
後
。

　
　
　
　

61　

毒
殺
説
に
つ
い
て
。 

（
379
／
6
）

　
　
　
　

98　

弟
の
牢
死
に
憤
慨
す
る
良
映
。　

 

（
195
上
～
下
／
6
）

　

【
60
】
梅
村
派
の
人
々
、
特
に
江
馬
弥
平
の
そ
の
後
。

　
　
　
　

99　

柏
木
徳
兵
衛
の
そ
の
後
。 

（
196
下
～
197
上
／
18
）
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柴口順一

　
　
　
　

100　

江
馬
弥
平
の
そ
の
後
。 

（
199
上
～
206
下
／
271
）

　
　

二
〇

　

【
61
】（
六
月
十
九
日
）
宮
原
、
役
人
ら
を
呼
び
人
民
沈
静
の
心
得
に
つ
い
て
講
話
。

　

【
62
】
善
右
衛
門
そ
の
他
京
都
で
活
動
し
て
い
た
人
々
の
そ
の
後
と
、広
瀬
村
五
郎
作
の
逮
捕
。

　
　
　
　

101　

奥
田
金
馬
太
郎
が
帰
っ
て
来
る
。 

（
213
上
／
5
）

　
　
　
　

62　

逮
捕
さ
れ
た
の
は
貧
農
ば
か
り
だ
っ
た
こ
と
。 

（
385
／
4
）

　
　
　
　

102　

五
郎
作
の
逮
捕
。 

（
213
下
～
224
下
／
410
）

　

【
63
】
広
瀬
村
五
郎
作
、
と
う
ま
る
駕
籠
に
乗
せ
ら
れ
高
山
を
去
る
。

　
　
　
　

103　

逮
捕
さ
れ
た
の
は
貧
農
ば
か
り
だ
っ
た
こ
と
。 

（
224
下
～
225
上
／
12
）

　
　
　
　

104　

か
つ
て
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
涙
を
流
す
清
兵
衛
。 

（
227
下
～
228
上
／
14
）

　

前
に
も
述
べ
た
が
、
こ
の
一
覧
に
は
少
々
難
点
が
あ
る
。
こ
れ
は
理
論
社
版
を
も
と
に
し
た

も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
変
更
箇
所
は
あ
く
ま
で
も
理
論
社
版
の
単
位
に
お
け
る
も
の
で

あ
り
、
冬
芽
書
房
版
と
は
当
然
ず
れ
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

の
新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
は

む
ろ
ん
理
論
社
版
で
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
す
べ
て
理
論
社
版
の
単
位
に
一
致
す
る
。

だ
が
、

の
省
か
れ
た
部
分
は
冬
芽
書
房
版
の
省
か
れ
た
部
分
で
あ
る
か
ら
、
理
論
社
版
の
単

位
と
は
ず
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
の
で
あ
る
。
△
の
構
成
の
変
更
も
理
論
社
版
の
単
位
に
合
わ

せ
た
も
の
な
の
で
同
様
な
こ
と
が
起
こ
る
。
そ
の
ず
れ
は
、
以
前
に
掲
げ
た
対
照
表
を
見
れ
ば

明
確
に
な
る
。
重
複
す
る
の
で
本
稿
で
再
掲
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
適
宜
冬
芽
書
房
版
の
単

位
を
も
示
す
こ
と
に
す
る
。
と
い
う
よ
り
は
、
冬
芽
書
房
版
の
単
位
を
た
え
ず
併
記
す
る
こ
と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。
対
照
表
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
冬
芽
書
房
版
の
単
位
は
先
と
同
様
な

事
情
か
ら
、
前
稿
で
付
し
た
も
の
の
続
き
番
号
で
記
し
て
お
り
、
理
論
社
版
の
単
位
番
号
と
一

致
す
る
も
の
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
冬
芽
書
房
版
の
単
位
番
号
は
以
前
と
同
様
、〈
　
〉
付
け

で
記
す
。

　
　
　
　
二

　

こ
れ
ま
で
と
同
様
、
第
四
部
に
お
け
る
単
位
内
の
変
更
も
ま
た
極
め
て
多
い
。
そ
の
な
か
で

も
圧
倒
的
に
多
い
の
が
新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
こ
と
も
以
前
と
同
様
で
あ
る
。
た
だ
、

構
成
の
変
更
が
こ
れ
ま
で
よ
り
は
幾
分
少
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
、
構
成
の
変
更
、

新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
、
省
か
れ
た
部
分
の
順
に
見
て
い
く
。

　

ま
ず
は
構
成
の
変
更
で
あ
る
。
△
1
は
【
2
】、
冬
芽
書
房
版
で
は
〈
41
〉
の
部
分
で
あ
る
。

京
に
の
ぼ
っ
た
川
上
屋
善
右
衛
門
は
脇
田
頼
三
に
会
う
。
梅
村
を
失
脚
さ
せ
る
た
め
の
協
力
を

願
い
出
る
た
め
で
あ
る
。
脇
田
は
、
か
つ
て
竹
沢
を
失
脚
に
追
い
込
ん
だ
人
物
で
あ
っ
た
。
善

右
衛
門
は
、
長
崎
留
学
を
翌
日
に
控
え
た
脇
田
を
宿
に
ま
ね
き
宴
を
は
る
。
冬
芽
書
房
版
で
は

そ
の
部
分
に
、
脇
田
は
長
崎
へ
行
く
こ
と
を
あ
ま
り
面
白
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
た
。
若
い
同
僚
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
、
す
で
に
立
派
な
地
位
を
与
え
ら
れ
東
京
へ
と
出
向

し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
理
論
社
版
で
は
、
こ
の
部
分
は
翌
日
の
脇
田
出
発
が
記
さ
れ
た
す
ぐ

あ
と
の
部
分
に
移
さ
れ
て
い
た
。
前
夜
、
酒
の
席
で
脇
田
が
ふ
と
漏
ら
し
た
こ
と
と
し
て
で
あ

る
。
大
き
な
ち
が
い
は
な
い
と
い
え
る
が
、
た
だ
、
善
右
衛
門
は
見
送
り
の
た
め
に
伏
見
ま
で

同
道
し
た
こ
と
が
す
ぐ
あ
と
に
記
さ
れ
て
い
た
。
要
す
る
に
、
善
右
衛
門
は
脇
田
に
同
情
し
伏

見
ま
で
見
送
り
に
行
っ
た
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
二
人
は
そ
こ
で
ま
た
二
人
だ

け
の
宴
を
も
う
け
る
。
冬
芽
書
房
版
で
は
脇
田
が
思
っ
た
こ
と
と
し
て
記
さ
れ
て
お
り
、
語
っ

た
こ
と
と
し
て
は
描
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
い
ず
れ
が
す
ぐ
れ
て
い
る
か
は
と
も
か
く
、
変
更

の
意
図
は
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　

△
2
は
【
5
】、
冬
芽
書
房
版
で
は
〈
46
〉
の
部
分
で
あ
る
。
脇
田
の
助
言
を
受
け
、
善
右

衛
門
は
刑
法
官
に
願
書
を
提
出
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
梅
村
の
非
を
訴
え
た
も
の
で
あ
る
。
善
右

衛
門
は
や
が
て
刑
法
官
か
ら
呼
び
出
さ
れ
、
取
り
調
べ
を
受
け
る
。
だ
が
、
刑
法
官
は
基
本
的

に
梅
村
支
持
の
立
場
で
あ
っ
た
。
理
論
社
版
で
は
冒
頭
、
そ
の
こ
と
で
善
右
衛
門
は
目
の
前
が

真
っ
暗
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
梅
村
が
正
し
い
の
で
あ
れ
ば
自
分
は
讒
訴
し
た
こ

と
に
な
り
、
死
罪
に
も
な
り
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
冬
芽
書
房
版
で
は
そ
の
部
分
は
や
や
あ

と
の
方
に
あ
っ
た
。
す
ぐ
前
の
【
4
】
の
部
分
は
、
刑
法
官
の
取
り
調
べ
の
記
述
で
あ
り
、
そ

の
最
後
は
涙
を
流
す
善
右
衛
門
が
描
か
れ
終
わ
っ
て
お
り
、
理
論
社
版
の
方
が
自
然
な
流
れ
に

な
っ
て
い
る
と
は
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

△
3
は
【
9
】、
冬
芽
書
房
版
で
は
〈
50
〉
の
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
商
法
局
が
主
要
産

物
を
独
占
し
た
こ
と
に
対
し
て
次
第
に
不
満
が
高
ま
っ
て
く
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
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あ
る
。
冬
芽
書
房
版
で
は
冒
頭
、
陣
屋
前
に
建
つ
貧
し
い
屋
並
み
の
家
々
が
取
り
こ
わ
さ
れ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
商
法
局
の
土
蔵
が
手
狭
に
な
っ
た
た
め
、
そ
こ
に
新
た
な
土
蔵
を
建

て
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
住
人
は
強
制
的
に
立
ち
の
か
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
理

論
社
版
で
は
そ
れ
が
最
後
の
部
分
に
移
さ
れ
て
い
た
。
商
法
局
に
対
す
る
不
満
を
よ
り
助
長
す

る
と
い
う
べ
き
そ
の
よ
う
な
記
述
を
は
じ
め
に
持
っ
て
き
た
方
が
よ
り
よ
い
と
も
い
え
る
が
、

あ
と
に
持
っ
て
き
て
も
特
に
ま
ず
い
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

△
4
は
【
14
】、
冬
芽
書
房
版
で
は
〈
53
〉
の
な
か
ば
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
や
が
て
反

乱
の
中
心
と
な
る
火
方
と
調
練
隊
の
反
目
が
描
か
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
商
売
の
兼
業
禁
止

に
よ
っ
て
人
々
が
難
渋
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
。
理
論
社
版
で
は
そ
れ
が
や

や
前
の
方
に
移
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
あ
い
だ
に
は
、
火
方
ら
が
役
所
に
要
求
し
た
二
つ
の
事
項

が
箇
条
書
き
で
記
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
一
つ
は
、
今
後
火
事
場
へ
は
決
し
て
調
練
隊
を

立
ち
入
ら
せ
ぬ
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
商
売
は
万
事
在
来
ど
お
り
に
な
し
下
さ
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
理
論
社
版
で
の
変
更
は
、
そ
の
第
二
項
を
あ
ら
か
じ
め
説
明
し
て
お
こ
う
と
し
た
た
め
で

あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
冬
芽
書
房
版
の
よ
う
に
あ
と
に
説
明
を
加
え
る
と
い
う
の
も
特
に
ま
ず

い
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

△
5
と
△
6
は
い
ず
れ
も
【
36
】、
冬
芽
書
房
版
で
は
〈
68
〉
の
部
分
に
あ
る
。
飛
驒
で
は

梅
村
排
斥
を
企
て
る
大
き
な
騒
乱
が
起
こ
る
。
梅
村
は
み
ず
か
ら
そ
れ
を
鎮
圧
す
る
た
め
に
、

禁
を
お
か
し
て
高
山
へ
向
か
う
。
こ
こ
は
、
梅
村
の
入
国
を
警
戒
す
る
人
々
が
描
か
れ
て
い
る

部
分
で
あ
る
。
冒
頭
、
騒
乱
は
一
時
鎮
静
し
た
か
に
見
え
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
し
か
し
、
冬

芽
書
房
版
で
は
そ
れ
に
す
ぐ
続
け
て
、
決
し
て
鎮
静
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
や
や
下
火
に
な
っ

た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
理
論
社
版
で
は
そ
れ
が
や
や
あ
と
の
方
に
移
さ

れ
て
い
た
。
冬
芽
書
房
版
に
特
に
不
都
合
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
そ
の
意
図
は
よ
く
わ
か

ら
な
い
。
以
上
が
△
5
で
あ
る
。
騒
乱
の
中
心
に
い
た
火
方
た
ち
は
決
し
て
武
装
を
解
か
な
か
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
冬
芽
書
房
版
で
は
そ
れ
に
続
け
て
、
火
方
た
ち
が
い

く
つ
か
の
隊
に
分
か
れ
て
町
の
要
所
要
所
に
詰
所
を
か
ま
え
て
警
備
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。
理
論
社
版
で
は
そ
れ
も
ま
た
や
や
あ
と
の
方
に
ま
わ
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ま

た
、
冬
芽
書
房
版
に
特
に
不
都
合
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
意
図
は
不
明
と
い
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
以
上
が
△
6
で
あ
る
。

　

△
7
は
【
39
】、
冬
芽
書
房
版
で
は
〈
70
〉
の
後
半
部
分
で
あ
る
。
い
よ
い
よ
梅
村
が
入
国

と
い
う
知
ら
せ
を
聞
き
、
人
々
は
再
び
決
起
す
る
。
合
図
の
音
が
鳴
り
響
く
の
を
聞
き
、
百
姓

た
ち
は
農
作
業
を
や
め
て
武
器
を
持
っ
て
家
を
出
て
い
く
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
が
あ

る
。
理
論
社
版
で
は
そ
れ
が
や
や
あ
と
の
方
に
移
さ
れ
て
い
る
。
冬
芽
書
房
版
で
は
鐘
が
鳴
り

響
く
記
述
の
す
ぐ
あ
と
に
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
ち
ら
の
方
が
自
然
な
流
れ
と
は
い
え
る
が
、
理

論
社
版
が
特
に
ま
ず
い
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

△
8
は
【
45
】、
冬
芽
書
房
版
で
は
〈
72
〉
の
後
半
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
梅
村
を
迎
え

う
つ
人
々
の
様
々
な
動
き
が
描
か
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
シ
シ
ツ
キ
槍
を
持
っ
た
百
姓
の
な

か
に
、
途
中
で
穂
先
を
切
り
落
と
し
、
柄
だ
け
を
振
っ
て
後
続
の
竹
槍
組
に
ま
ぎ
れ
込
む
も
の

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
。
理
論
社
版
で
は
、
そ
れ
が
数
行
あ
と
に
移

さ
れ
て
い
る
。
そ
の
あ
い
だ
に
は
、
人
々
は
皆
が
皆
積
極
的
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
強
制

さ
れ
て
し
ぶ
し
ぶ
出
て
き
た
も
の
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
理
論
社
版
で

は
、
百
姓
た
ち
の
行
動
の
い
わ
ば
理
由
を
は
じ
め
に
持
っ
て
く
る
形
に
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
冬
芽
書
房
版
の
よ
う
に
あ
と
に
持
っ
て
き
て
も
何
ら
不
都
合
は
な
い
で
あ

ろ
う
。

　

△
9
は
【
51
】、
冬
芽
書
房
版
で
は
〈
76
〉
の
部
分
で
あ
る
。
梅
村
の
肩
を
撃
ち
退
散
さ
せ

た
火
方
ら
の
行
動
が
さ
ら
に
激
化
す
る
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
火
方
た
ち
が
町

の
旦
那
衆
の
家
々
を
ま
わ
っ
て
、
慰
労
の
た
め
と
称
す
る
寄
付
金
を
集
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
た

部
分
が
あ
る
。
理
論
社
で
は
そ
れ
が
や
や
前
の
方
に
移
さ
れ
て
い
る
。
理
由
は
よ
く
わ
か
ら
な

い
が
、
大
き
な
ち
が
い
は
な
い
と
い
う
ほ
か
は
な
い
。

　

△
10
は
【
57
】、
冬
芽
書
房
版
で
は
〈
85
〉
の
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
宮
原
大
輔
が
高
山

県
知
事
に
就
任
し
、
地
役
人
た
ち
と
酒
宴
を
は
る
場
面
で
あ
る
。
宮
原
を
は
じ
め
一
同
が
機
嫌

よ
く
会
話
を
か
わ
し
合
う
記
述
が
続
く
の
だ
が
、
や
が
て
宮
原
は
合
羽
屋
の
お
ら
く
の
こ
と
を

話
題
に
す
る
。
宮
原
が
お
ら
く
の
そ
の
後
を
た
ず
ね
、
奥
田
大
蔵
が
そ
れ
に
答
え
る
と
い
う
記

述
の
部
分
が
あ
る
。
理
論
社
版
で
は
お
ら
く
の
話
題
を
持
ち
出
し
て
間
も
な
く
そ
の
記
述
が
あ

る
の
だ
が
、
冬
芽
書
房
版
で
は
や
や
会
話
が
進
ん
だ
あ
と
に
位
置
し
て
い
た
。
お
ら
く
は
今
ど

う
し
て
い
る
の
か
を
は
じ
め
に
問
い
た
だ
す
と
い
う
の
も
ひ
と
つ
の
あ
り
方
と
い
え
る
が
、
あ

と
の
方
に
な
り
、
と
こ
ろ
で
と
い
う
形
で
問
う
の
も
ま
た
ひ
と
つ
の
あ
り
方
と
い
う
ほ
か
は
な
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い
。

　

以
上
が
構
成
の
変
更
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
よ
り
は
や
や
少
な
い
が
、
明
ら
か
に
改
善
と
い
え

る
ほ
ど
の
も
の
は
な
か
っ
た
。
比
較
的
よ
り
よ
い
と
い
え
る
も
の
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
全
体
と
し
て
大
き
く
改
善
さ
れ
た
と
は
い
い
が
た
い
で
あ
ろ
う
。
第
一
部
の
よ
う
な
、
い

わ
ば
改
稿
の
た
め
の
改
稿
と
い
っ
た
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
第
二
部
や
第
三
部
の
よ
う
な

改
善
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

次
は
新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
。
以
前
と
同
様
、
新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
は
極
め

て
多
い
。
こ
れ
ま
で
は
、
ま
ず
は
大
雑
把
に
分
類
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
い
た
。
も
と
よ
り

十
分
な
分
類
に
は
な
り
得
な
い
こ
と
は
承
知
の
上
、
お
お
よ
そ
四
つ
に
分
類
し
た
。
だ
が
今
回

は
、
分
類
す
る
意
味
は
ほ
ぼ
な
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
は
、
会
話
の
記
述
が

極
め
て
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
五
割
程
度
を
占
め
て
い
た
が
、
第
四
部
は
そ
れ
も
二
割
程
度
に
す
ぎ

な
い
。
あ
た
り
の
様
子
と
人
々
の
様
子
の
記
述
も
ご
く
わ
ず
か
で
あ
り
、
こ
と
が
ら
の
説
明
の

記
述
と
引
用
の
記
述
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
分
類
を
行
な
っ
て
も
そ
の

数
は
全
体
の
二
割
程
度
に
し
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
も
は
や
分
類
の
意
味
を
な
さ
な
い
の
は

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
な
形
で
、
会
話
の
記
述
だ
け
は
列
挙
し
て
お
こ

う
と
思
う
。

　

会
話
の
記
述
と
し
て
は
一
人
の
発
言
の
場
合
も
含
め
て
お
い
た
。
一
応
は
分
け
て
記
し
て

お
い
た
の
で
こ
こ
で
も
そ
れ
に
し
た
が
う
。
ま
ず
は
一
人
の
発
言
で
あ
る
。

3
、

72
、

87
、

90
、

92
の
五
箇
所
で
あ
る
。
次
は
そ
れ
以
外
の
ま
さ
に
会
話
の
記
述
で
あ
る
。

7
、

11
、

14
、

38
、

39
、

40
、

41
、

52
、

54
、

57
、

64
、

71
、

73
、

74
、

78
、

88
、

91
、

93
の
十
八
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
む
ろ
ん
一
部
地
の
文
を
含
ん
で

い
る
も
の
は
あ
る
が
、
す
べ
て
会
話
を
中
心
と
し
た
記
述
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
新
た
な
会
話

場
面
を
創
出
し
た
も
の
で
は
な
く
、
も
と
も
と
あ
っ
た
会
話
の
記
述
を
い
わ
ば
ふ
く
ら
ま
せ
る

形
で
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
人
の
人
物
の
発
言
も
同
様
で
あ
り
、
会
話
場
面
に
け
る

追
加
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
場
面
と
し
て
は
存
在
し
ま
た
人
物
も
存
在
し
て
い
た
、
な
い
し

は
当
然
そ
こ
に
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
人
物
に
よ
る
会
話
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
あ
っ

た
会
話
場
面
を
よ
り
豊
か
に
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
新
た
な
会
話

場
面
の
創
出
も
、
作
品
全
体
と
し
て
会
話
場
面
を
増
や
そ
う
と
し
、
よ
り
豊
か
に
し
よ
う
と
い

う
意
図
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
も
ご
く

わ
ず
か
だ
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
の
ち
に
述
べ
る
。

　

前
稿
と
同
様
、
こ
れ
ら
以
外
の
も
の
を
中
心
と
し
て
特
に
問
題
と
な
る
部
分
を
ま
と
め
て
検

討
す
る
。
た
だ
し
、
検
討
は
省
か
れ
た
部
分
を
も
一
通
り
見
た
あ
と
に
合
わ
せ
て
行
な
う
。
新

た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
と
省
か
れ
た
部
分
と
は
互
い
に
関
連
し
て
い
る
場
合
も
少
な
く
な
い
か

ら
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
次
に
省
か
れ
た
部
分
で
あ
る
。
省
か
れ
た
部
分
も
ま
た
、
こ
れ
ま
で
は
一
応
の
分

類
を
行
な
っ
て
き
た
。
だ
が
、
先
と
同
様
な
理
由
か
ら
や
は
り
分
類
は
行
な
わ
な
い
。
た
だ
、

会
話
の
記
述
だ
け
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
列
挙
し
て
お
く
。

39
、

44
、

49
、

57
、

58
、

59
の
六
箇
所
で
あ
る
。
新
た
に
加
え
ら
れ
た
部
分
と
し
て
は
比
較
的
に
会
話
の
記
述
が
多
く
、

作
品
全
体
と
し
て
会
話
の
記
述
及
び
会
話
場
面
を
増
し
、
よ
り
豊
か
に
し
よ
う
と
い
う
意
図
が

あ
っ
た
と
述
べ
た
が
、
省
か
れ
た
部
分
も
比
較
的
に
い
っ
て
少
な
い
方
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、

そ
の
多
く
は
差
し
か
え
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
省
く
か
わ

り
に
新
た
な
会
話
の
記
述
を
加
え
た
、
あ
る
い
は
新
た
な
記
述
を
加
え
た
が
た
め
に
省
い
た
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
会
話
の
記
述
を
こ
と
さ
ら
に
削
ろ
う
と
い
う
意
図
は
認
め

が
た
く
、
全
体
と
し
て
は
会
話
の
記
述
を
増
や
し
よ
り
豊
か
に
し
よ
う
と
い
う
意
図
は
や
は
り

顕
著
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
三

　

以
上
ま
と
め
た
以
外
の
も
の
を
中
心
に
、
特
に
問
題
と
な
る
部
分
を
検
討
す
る
。
以
前
と
同

様
、
基
本
的
に
は
順
を
追
っ
て
見
て
い
く
が
、
割
愛
す
る
部
分
が
あ
る
こ
と
も
以
前
と
同
様
で

あ
る
。

　

【
1
】、
冬
芽
書
房
版
の
〈
40
〉
は
、
川
上
屋
善
右
衛
門
が
嘆
願
の
た
め
京
都
へ
向
か
う
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
善
右
衛
門
が
町
会
所
に
出
向
し
た
際
、
数
名
の
組
頭
と
と
も

に
郷
倉
の
建
立
掛
り
に
任
命
さ
れ
る
。

1
は
、
建
立
掛
り
を
命
ぜ
ら
れ
て
暗
澹
と
な
る
組
頭

た
ち
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
組
頭
の
誰
も
が
い
か
に
迷
惑
を
し
て
い
た
か
を
補
足
し
た
も

の
で
あ
る
。
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次
は
【
2
】、
冬
芽
書
房
版
で
は
〈
41
〉
の
部
分
で
あ
る
。
京
に
の
ぼ
っ
た
善
右
衛
門
は
脇

田
頼
三
に
会
い
、
相
談
の
上
願
書
を
提
出
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
願
書
が
引
用
と
い
う
形
で

記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
す
ぐ
前
に

2
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
善
右
衛
門
は
願
書
の
類
を
書

い
た
こ
と
が
な
く
、
文
章
の
う
ま
い
赤
田
屋
瑛
次
郎
を
同
道
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
ん
だ
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
然
る
べ
き
追
加
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
引
用
の
す
ぐ

あ
と
に
は
、「
恐
ろ
し
く
ご
た
ご
た
し
た
・
拙
劣
な
文
章
で
」
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
理
論
社
版
の
記
述
で
あ
る
が
、
冬
芽
書
房
版
に
も
む
ろ
ん
同
様
な
記
述
が
あ
る
。

　

【
6
】、
冬
芽
書
房
版
〈
47
〉
は
、
善
右
衛
門
が
刑
法
官
に
再
度
嘆
願
書
を
提
出
し
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

4
は
善
右
衛
門
の
自
問
が
描
か
れ
て
い
る
。
人
々
の
困
窮
は

い
っ
た
い
ど
う
な
る
の
か
、
政
治
の
理
屈
さ
え
通
れ
ば
人
々
の
生
活
は
ど
う
な
っ
て
も
構
わ
ぬ

と
い
う
の
か
と
い
っ
た
自
問
で
あ
る
。
こ
れ
に
前
後
す
る
部
分
は
、
善
右
衛
門
が
様
々
と
思
い

を
め
ぐ
ら
す
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、

4
は
そ
の
補
足
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
再
度
の

願
書
提
出
の
た
め
善
右
衛
門
は
再
び
慣
れ
な
い
文
章
に
取
り
組
み
は
じ
め
た
と
き
で
あ
っ
た
。

国
元
の
赤
田
屋
瑛
次
郎
か
ら
、
梅
村
を
弾
劾
す
る
文
章
が
届
く
。

5
は
、
そ
の
文
章
が
要
領

を
得
た
立
派
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
先
の

2
の
記
述
に
い
わ
ば
呼
応
す

る
形
で
の
追
加
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
善
右
衛
門
は
そ
れ
を
も
と
と
し
て
願
書
を
書
き
あ

げ
る
。
そ
の
願
書
は
理
論
社
版
で
は
六
頁
、
冬
芽
書
房
版
で
は
七
頁
に
わ
た
り
長
々
と
引
用
さ

れ
て
い
た
。

　

【
17
】、
冬
芽
書
房
版
〈
53
〉
の
な
か
ば
部
分
は
、
火
方
と
調
練
隊
の
反
目
が
描
か
れ
て
い
る
。

冒
頭
、
火
方
の
装
束
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
特
に
有
力
な
秋
葉
講
、
神
明
講
に
つ
い
て
記

さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
火
方
装
束
を
着
て
い
な
い
者
た
ち
も
多
く
存
在
し
て
い
た
。

そ
の
こ
と
が
記
さ
れ
た
の
が

8
で
あ
る
。
然
る
べ
き
追
加
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

9

は
兵
士
に
対
す
る
火
方
ら
の
不
満
、

10
は
兼
業
禁
止
に
対
す
る
人
々
の
不
満
が
記
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
ま
た
、
然
る
べ
き
追
加
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

11
は
会
話
の
記
述
な
の
で
割
愛

す
る
。

　

次
は
【
19
】、
冬
芽
書
房
版
の
〈
56
〉
な
か
ば
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
旧
地
役
人
の
要
求

に
危
機
を
お
ぼ
え
た
吉
田
文
助
が
京
へ
行
く
こ
と
を
決
意
す
る
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
部
分
で

あ
る
。

15
は
、
年
貢
軽
減
を
要
求
し
た
こ
と
は
、
徳
川
幕
府
の
重
い
年
貢
に
苦
し
め
ら
れ
て

い
た
百
姓
に
と
っ
て
は
当
然
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
今
さ
ら
い
わ
ず
も
が
な
の
こ

と
と
も
い
え
る
が
、
無
駄
な
記
述
と
ま
で
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

16
は
、
吉
田
が
同
僚
の

富
田
に
は
知
ら
せ
ず
に
陣
屋
を
抜
け
出
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
冬
芽
書
房
版
で
は
富
田

と
相
談
の
上
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
た
。
吉
田
が
京
へ
行
く
目
的
は
、
梅
村
に
切

迫
し
た
情
勢
を
知
ら
せ
す
ぐ
に
帰
国
す
る
こ
と
を
促
す
た
め
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
危
機
迫
る

今
の
状
況
か
ら
逃
れ
る
た
め
で
も
あ
っ
た
。
理
論
社
版
で
は
、
そ
の
よ
う
な
吉
田
の
狡
猾
さ
を

強
調
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

35
は
、
主
と
し
て
吉
田
の
立
場
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
吉
田
は
副
知
事
の
立
場
に
あ
り
、
留
守
を
守
る
こ
と
に
つ
い
て
は
最
大
の
責

任
を
負
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
ひ
そ
か
に
逃
げ
出
す
と
い
う
吉
田
の

狡
猾
さ
を
あ
ら
わ
す
た
め
に
も
、
こ
の
部
分
は
省
く
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

付
け
加
え
て
い
っ
て
お
け
ば
、
こ
の

35
の
部
分
に
は
吉
田
が
富
田
と
相
談
し
た
と
い
う
記
述

も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

【
21
】、
冬
芽
書
房
版
〈
57
〉
の
前
半
部
分
は
、
真
夜
中
に
半
鐘
が
鳴
り
出
し
火
事
騒
ぎ
が
起

こ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

17
は
、
地
役
人
が
役
所
へ
談
判
に
行
く
こ
と
が
描
か
れ
て
い

る
。
い
よ
い
よ
事
態
が
切
迫
す
る
様
を
描
こ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

17
は
、
早
春
の
高
山

の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
こ
と
さ
ら
に
省
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
は
よ

く
わ
か
ら
な
い
。

18
は
、
先
に
触
れ
た
吉
田
が
梅
村
の
も
と
へ
行
っ
た
こ
と
を
知
り
、
不
安

が
る
人
々
が
描
か
れ
て
い
た
。
然
る
べ
き
追
加
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

【
22
】、【
23
】、【
24
】、【
25
】、
冬
芽
書
房
版
で
は
〈
57
〉
の
後
半
、〈
58
〉、〈
59
〉
の
部
分

は
多
く
の
家
が
打
ち
こ
わ
し
に
あ
い
、
牢
屋
や
学
校
ま
で
が
襲
わ
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

部
分
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
変
更
の
箇
所
が
あ
る
が
、
特
に
取
り
あ
げ
る
べ
き
も
の
と
は
思
わ

れ
な
い
の
で
省
略
す
る
。
た
だ
、

38
だ
け
に
は
若
干
触
れ
て
お
く
。

38
は
、
江
馬
弥
平
の

作
小
屋
が
火
事
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
傍
観
し
て
い
た
火
方
ら
の
一
人
、
増
蔵
に
つ
い
て

記
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。
き
か
ぬ
気
の
あ
ば
れ
者
と
し
て
名
が
と
お
っ
て
い
た
と
い
っ
た
こ
と

が
記
さ
れ
て
い
る
。
増
蔵
に
続
い
て
、
畳
屋
の
佐
吉
、
そ
し
て
豆
腐
屋
の
安
右
衛
門
に
つ
い
て

も
そ
れ
ぞ
れ
記
さ
れ
て
お
り
、
特
に
増
蔵
の
部
分
だ
け
を
省
略
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
の
で
は

か
な
ろ
う
か
。
た
だ
、
佐
吉
と
安
右
衛
門
に
つ
い
て
は
身
な
り
恰
好
や
様
子
の
記
述
で
あ
り
、

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
増
蔵
だ
け
を
こ
と
さ
ら
に
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
記
す
こ
と
は
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な
い
と
判
断
し
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
。

　

【
26
】、
冬
芽
書
房
版
〈
60
〉
の
前
半
部
分
は
、
役
所
の
門
番
で
あ
っ
た
辰
造
が
引
き
ま
わ
し

の
果
て
に
殺
害
さ
れ
る
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。

24
は
、
辰
造
が
清
吉
に
声
を
か
け
ら
れ
逃

げ
出
す
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
清
吉
が
「
お
い
、
辰
造
！
」
と
声
を
か
け
る
が
辰
造
は
聞
こ

え
ぬ
ふ
り
を
し
て
足
を
速
め
た
。
清
吉
が
再
び
声
を
か
け
る
と
、
辰
造
は
立
ち
ど
ま
り
「
何
用

か
？
」
と
な
じ
る
。
清
吉
は
そ
れ
に
こ
た
え
る
か
わ
り
に
、
大
声
を
あ
げ
て
仲
間
を
呼
ん
だ
。

す
る
と
辰
造
は
突
然
逃
げ
出
す
の
で
あ
る
。
冬
芽
書
房
版
で
は
「
呼
び
と
め
た
。」
と
だ
け
あ
り
、

そ
の
あ
と
に
は
「
辰
蔵
は
猛
然
と
食
つ
て
か
ゝ
つ
た
。」
と
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
冬
芽
書
房

版
で
は
「
辰
造
」
は
「
辰
蔵
」
に
な
っ
て
い
た
。
や
が
て
辰
造
は
刀
を
抜
い
て
清
吉
の
肩
に
切

り
つ
け
る
。
そ
れ
を
見
て
人
々
が
大
騒
ぎ
と
な
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の
が
、

25
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
清
吉
の
女
房
も
泣
き
な
が
ら
駆
け
つ
け
、
み
ん
な
で
清
吉
を
家
に
運
ん
だ
と
い
っ

た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
間
に
辰
造
は
首
尾
よ
く
姿
を
く
ら
ま
す
の
で
あ
る
。
冬
芽

書
房
版
で
は
、「
相
手
が
倒
れ
る
の
を
み
て
、
彼
は
一
さ
ん
に
逃
げ
出
し
た
。」
と
あ
る
だ
け
で

あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
、
然
る
べ
き
追
加
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
逃
げ
た
辰
造
は
隠
れ

場
所
を
求
め
て
や
が
て
塀
を
越
え
て
役
所
の
な
か
に
侵
入
す
る
。

26
は
、
役
所
の
内
庭
に
お

り
る
も
適
当
な
場
所
を
見
つ
け
ら
れ
な
い
辰
造
が
描
か
れ
て
い
た
。
は
じ
め
は
米
倉
の
な
か
に

隠
れ
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
だ
が
、
そ
こ
に
は
錠
前
が
お
り
て
い
た
の
で
あ
る
。
や
む
な
く
辰
造

は
米
倉
の
屋
根
に
よ
じ
登
り
、
そ
こ
で
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
冬
芽
書
房
版

で
は
役
所
に
侵
入
す
る
や
す
ぐ
に
屋
根
に
登
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
ま
た
、
然
る
べ
き

追
加
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
や
む
な
く
屋
根
に
登
っ
た
辰
造
は
し
か
し
、
す
ぐ
に
発
見
さ

れ
捕
え
ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
の
こ
と
を
聞
い
た
火
方
ら
は
す
ぐ
に
役
所
に
押
し
か
け
る
。

27

は
、
役
所
の
門
前
に
居
並
ぶ
役
人
た
ち
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
た
。
火
方
ら
は
彼
ら
に
向
か
い

辰
造
の
身
柄
を
引
き
渡
す
よ
う
に
要
求
す
る
が
、
む
ろ
ん
役
人
た
ち
は
簡
単
に
求
め
に
応
じ
よ

う
と
は
し
な
い
。
そ
こ
で
火
方
ら
は
力
づ
く
で
役
所
内
に
入
り
込
む
が
、
そ
れ
が
描
か
れ
て
い

る
の
が

28
で
あ
る
。
こ
の
間
の
こ
と
を
冬
芽
書
房
版
で
は
、「
火
方
と
百
姓
は
そ
れ
を
き
く
と
、

す
ぐ
に
役
所
へ
押
し
か
け
て
、
辰
蔵
の
身
柄
の
ひ
き
渡
し
を
要
求
し
た
。
そ
し
て
地
役
人
ら
が

た
め
ら
つ
て
い
る
ま
に
、
彼
ら
は
白
州
に
闖
入
し
て
、
辰
蔵
を
門
の
そ
と
ま
で
引
き
ず
り
出
し

た
。」と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
然
る
べ
き
追
加
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

結
局
、
辰
造
は
火
方
ら
に
つ
か
ま
り
役
所
か
ら
連
れ
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
驚
く
こ

と
に
役
所
を
出
た
と
た
ん
に
辰
造
は
人
々
に
襲
わ
れ
負
傷
す
る
。
負
傷
し
た
辰
造
は
そ
の
ま
ま

制
札
場
に
連
れ
て
い
か
れ
晒
さ
れ
た
あ
げ
く
に
、
最
後
は
引
き
ま
わ
し
に
さ
れ
死
ん
で
し
ま
う
。

29
は
、
制
札
場
に
お
い
て
辰
造
を
様
々
に
な
ぶ
る
人
々
が
描
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
ま
た
、
然

る
べ
き
追
加
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

【
28
】、
冬
芽
書
房
版
〈
60
〉
の
後
半
は
、
お
つ
る
を
逃
が
そ
う
と
し
た
吉
田
忠
太
郎
が
つ
か

ま
り
、
牢
屋
に
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
た
部
分
で
あ
る
。

30
は
、
吉
田
が
お
つ
る
を
伴

な
い
逃
げ
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
た
。
こ
の
部
分
は
一
頁
半
に
及
ぶ
少
々
長
め
の
記
述
で
あ
る

が
、
次
の
【
29
】
は
理
論
社
版
で
新
た
に
加
え
ら
れ
た
単
位
で
あ
っ
た
。
吉
田
と
は
ぐ
れ
た
お

つ
る
が
一
人
逃
げ
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
お
つ
る
に
関
す
る
記
述
を
大
幅
に
書
き
加
え
た

も
の
で
、

30
も
そ
の
一
環
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

31
は
、
吉
田
が
縄
を
か
け
ら

れ
物
置
小
屋
に
つ
な
が
れ
る
記
述
で
あ
る
。
吉
田
が
つ
か
ま
っ
た
と
き
の
具
体
的
な
記
述
で
あ

り
、
然
る
べ
き
追
加
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

【
30
】、
冬
芽
書
房
版
の
〈
61
〉
は
、
暴
動
が
拡
大
す
る
な
か
、
難
を
逃
れ
よ
う
と
す
る
人
々

が
描
か
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

32
は
そ
れ
ぞ
れ
の
村
で
騒
動
が
起
こ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
直
前
に
は
、
村
々
が
い
っ
せ
い
に
蜂
起
し
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を

補
足
的
に
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

34
は
船
坂
屋
半
右
衛
門
の
行
動
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

も
ま
た
、
そ
の
直
後
に
半
右
衛
門
の
行
動
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
補
足
す
る
意
味
で
加
え

た
の
で
あ
ろ
う
。

39
は
百
姓
た
ち
の
会
話
の
記
述
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

33
と
の
差
し
か
え

と
い
っ
て
よ
い
。

33
は
百
姓
た
ち
の
意
気
あ
が
る
様
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

39
は
そ
れ
が

百
姓
た
ち
の
具
体
的
な
会
話
で
描
か
れ
て
い
た
。
こ
と
さ
ら
に
変
え
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ど
う

か
は
疑
問
で
あ
る
。

　

【
31
】、
冬
芽
書
房
版
〈
62
〉
と
〈
63
〉
の
部
分
は
、
暴
動
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
危
惧
し
た
旧

地
役
人
が
様
々
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、
一
時
鎮
静
化
に
向
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

40
は
、
暴
動
が
拡
大
す
る
こ
と
に
対
す
る
地
役
人
ら
の
不
安
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も

35
と
の
入
れ
か
え
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

35
は
む
ろ
ん
不
安
も
描
か
れ
て
い
る
が
、

地
役
人
た
ち
の
思
惑
あ
る
い
は
た
く
ら
み
と
い
っ
た
点
に
重
点
を
お
い
た
書
か
れ
方
に
な
っ
て

い
た
。

36
は
、
地
役
人
ら
の
と
っ
た
対
策
に
よ
り
、
い
く
ら
か
平
穏
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
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れ
て
い
た
。
然
る
べ
き
追
加
で
あ
ろ
う
。

37
は
偶
然
を
よ
そ
お
い
吉
住
礼
助
が
あ
ら
わ
れ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
以
後
の
部
分
は
、
郡
中
会
所
で
の
百
姓
や
火
方
た
ち
の
話
し
合

い
が
か
な
り
長
々
と
描
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、
冬
芽
書
房
版
で
は
は
じ
め
か
ら
吉
住
は
そ
の
場

に
い
た
。
地
役
人
の
吉
住
が
何
気
な
く
そ
の
場
に
い
る
の
は
不
自
然
で
、
何
ら
か
の
説
明
が
必

要
だ
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
理
論
社
版
で
は
、
押
上
市
次
郎
と
し
め
し
合
わ
せ
て
偶
然
を
よ

そ
お
い
来
る
と
い
う
段
取
り
を
し
て
い
た
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。

41
は
火
方
の
考
え
が
記

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
を
な
ぜ
こ
と
さ
ら
に
省
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
他
は
す
べ
て

会
話
の
記
述
な
の
で
割
愛
す
る
。

　

次
は
【
34
】、
冬
芽
書
房
版
で
は
〈
66
〉
の
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
刑
法
官
判
事
か
ら
取

り
調
べ
を
受
け
た
梅
村
が
、
禁
を
お
か
し
て
高
山
へ
向
か
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ

る
。

42
は
、
お
つ
る
の
消
息
を
気
に
す
る
梅
村
が
描
か
れ
て
い
た
。
吉
田
忠
太
郎
が
お
つ
る

を
伴
な
い
逃
げ
た
が
、
途
中
つ
か
ま
り
牢
に
入
れ
ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
お
つ
る
は
そ
の
後
一

人
で
逃
げ
た
こ
と
な
ど
が
梅
村
の
耳
に
も
届
き
、
梅
村
は
心
を
乱
す
の
で
あ
る
。
こ
の
部
分
の

内
容
は
、
先
に
触
れ
た

30
や

31
と
し
て
、
あ
る
い
は
新
た
に
加
え
ら
れ
た
単
位
【
29
】
と

し
て
大
幅
に
書
き
加
え
ら
れ
た
部
分
で
あ
る
。
内
容
と
し
て
は
移
動
と
も
い
え
る
が
、
そ
の
記

述
量
と
詳
細
さ
は
比
べ
よ
う
も
な
く
、
先
の
部
分
の
追
加
と
と
も
に
こ
の
部
分
を
省
略
と
し
て

処
理
し
た
。
他
の
箇
所
は
特
に
取
り
あ
げ
る
べ
き
も
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
省
略
す
る
。

　

【
35
】、
冬
芽
書
房
版
の
〈
67
〉
は
、
梅
村
が
高
山
へ
向
か
う
途
中
、
役
所
の
吉
住
と
庄
村
宛

に
手
紙
を
出
し
対
処
を
指
示
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

42
は
、
下
原
ま
で

や
っ
て
来
た
梅
村
が
お
つ
る
の
父
親
を
呼
び
出
し
、
お
つ
る
の
消
息
を
た
ず
ね
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
理
論
社
版
で
は

30
や

31
、
そ
し
て
【
29
】
の
追
加

に
よ
っ
て
お
つ
る
の
そ
の
後
は
か
な
り
詳
し
く
描
か
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
梅
村
が
そ
の
こ
と

を
知
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
先
に
見
た

42
に
は
、
あ
る
程
度
梅
村
の
耳
に
も
届
い
て
い

た
と
記
さ
れ
て
い
た
が
、
理
論
社
版
で
は
そ
れ
が
省
か
れ
て
い
た
。
梅
村
は
お
つ
る
の
消
息
に

つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
何
も
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

42
の
部
分
に
は
、
父
親
に
た
ず
ね
た

と
こ
ろ
、「
二
十
九
日
の
夜
中
に
陣
屋
を
ぬ
け
出
し
た
の
は
ほ
ぼ
確
か
ら
し
い
」
こ
と
は
わ
か
っ

た
が
、「
そ
の
後
の
消
息
は
杳
と
し
て
分
ら
な
い
と
の
事
だ
っ
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
理
論

社
版
で
は
、
梅
村
が
お
つ
る
ぬ
の
消
息
を
ほ
と
ん
ど
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
し
よ
う
と
し
た
こ

と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
あ
る
程
度
の
こ
と
は
梅
村
の
耳
に
も
届
い
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
た

42
を
省
い
た
の
も
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
付
け
加
え
て
い
っ
て
お
け
ば
、

42
に
は
、
維
新
の
志
士
の
な
か
に
は
赤
い
シ
ャ
ツ
を
着
て
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
を
高
唱
し
て
歩

く
も
の
も
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
も
あ
っ
た
。
少
々
唐
突
な
記
述
に
見
え
る
が
、

そ
の
前
の
部
分
に
は
、
下
着
に
白
い
ボ
タ
ン
の
つ
い
た
赤
い
シ
ャ
ツ
を
着
て
い
る
梅
村
が
奇
異

の
目
で
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
を
奇
異
と
感
じ
た
の
は
、
そ
の
よ
う
な

維
新
の
志
士
を
知
ら
な
い
田
舎
者
で
あ
っ
た
か
ら
だ
、
と
い
う
補
足
的
な
説
明
に
な
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

【
36
】、
冬
芽
書
房
版
の
〈
68
〉
は
、
梅
村
の
入
国
に
警
戒
す
る
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
部
分

で
あ
る
。

43
、

44
、

45
は
い
ず
れ
も
火
方
た
ち
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

治
安
の
実
権
を
握
っ
て
い
た
の
は
火
方
た
ち
で
あ
り
、
や
が
て
彼
ら
は
陣
屋
の
護
衛
も
担
う
こ

と
に
な
り
、
人
々
も
大
き
な
敬
意
を
払
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
た
。
然
る
べ
き
追

加
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

【
37
】、
冬
芽
書
房
版
の
〈
69
〉
は
、
富
田
稲
太
が
遺
書
を
残
し
て
切
腹
を
試
み
る
が
命
は
取

り
と
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
人
々
は
富
田
の
切
腹
を
茶
番
と
見
な
し
冷
笑

し
た
。
し
か
し
、
あ
る
人
々
は
同
情
し
礼
賛
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
の
が

46
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
、
梅
村
の
側
近
の
な
か
で
富
田
だ
け
が
入
牢
を
ま
ぬ
が
れ
、
の
ち
に
『
斐
太
後
風
土
記
』

の
著
述
に
専
念
し
た
こ
と
な
ど
も
記
さ
れ
て
い
た
。
富
田
の
そ
の
後
に
関
す
る
記
述
は
然
る
べ

き
追
加
と
い
っ
て
よ
く
、
あ
る
人
々
は
同
情
し
礼
賛
し
た
こ
と
を
加
え
た
の
は
、
い
わ
ば
そ
の

根
拠
を
示
そ
う
と
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
切
腹
を
茶
番
と
見
な
し
冷
笑
す
る
人
々
ば
か
り
で

あ
っ
た
な
ら
、
の
ち
の
富
田
を
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
で
十

分
な
説
明
に
な
っ
て
い
た
と
は
い
い
難
い
が
。

　

【
38
】、
冬
芽
書
房
版
〈
70
〉
の
前
半
部
分
は
、
梅
村
が
や
っ
て
来
る
と
聞
き
警
戒
す
る
人
々

が
描
か
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

47
は
様
々
な
対
策
を
練
る
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
内

容
的
に
い
っ
て
こ
れ
は

45
と
の
差
し
か
え
と
い
っ
て
差
し
つ
か
え
な
い
。
た
だ
し
、
記
述
量

は
大
幅
に
増
え
て
い
る
。
次
の
【
39
】
に
お
け
る

49
と

46
も
同
様
で
あ
る
。
冬
芽
書
房
版

で
は
〈
70
〉
の
後
半
に
あ
た
る
こ
の
部
分
に
は
、
梅
村
が
や
っ
て
来
る
と
聞
き
動
揺
す
る
人
々

が
描
か
れ
て
い
た
。
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【
44
】、冬
芽
書
房
版
で
は
〈
71
〉
の
後
半
部
分
で
あ
る
。
梅
村
入
国
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
人
々

は
再
び
決
起
す
る
。
人
々
は
一
の
宮
に
集
結
し
、
や
が
て
先
頭
部
隊
が
出
発
す
る
。

53
は
、

梅
村
接
近
の
知
ら
せ
を
聞
き
動
揺
す
る
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
。
梅
村
と
の
対
決
が
い
よ
い
よ

迫
っ
た
こ
と
で
人
々
は
い
っ
そ
う
の
動
揺
を
示
し
た
こ
と
を
記
そ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

54
と

48
は
先
と
同
様
な
差
し
か
え
と
い
っ
て
よ
い
。
町
会
所
と
郡
中
会
所
の
策
略
が
描
か
れ

て
い
る
が
、

54
は
そ
れ
を
ほ
ぼ
会
話
で
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
他
は
特
に
取
り
あ
げ
る
べ

き
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
省
略
す
る
。

　

【
45
】、
冬
芽
書
房
版
〈
72
〉
の
後
半
は
、
梅
村
を
迎
え
う
つ
人
々
の
様
々
な
動
き
が
描
か
れ

て
い
る
部
分
で
あ
る
。

55
は
戦
意
に
も
え
る
人
々
が
描
か
れ
て
い
た
。
然
る
べ
き
追
加
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。

56
は
途
中
で
引
き
返
す
為
吉
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
た
先
と
同
様

51
と
の
差
し
か
え
と
い
え
る
。
為
吉
は
冬
芽
書
房
版
で
は
民
助
と
な
っ
て
い
た
。

52
は
そ

の
民
助
の
そ
の
後
が
ご
く
簡
単
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
な
ぜ
こ
と
さ
ら
に
省
い
た
の
か
は
よ
く

わ
か
ら
な
い
。

50
は
竹
槍
を
作
る
人
々
が
描
か
れ
て
い
る
。
構
成
の
変
更
で
あ
る
△
8
に
関

す
る
部
分
で
も
触
れ
た
が
、
梅
村
を
う
つ
た
め
に
決
起
し
た
百
姓
た
ち
は
皆
が
皆
積
極
的
で

あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
強
制
さ
れ
て
し
ぶ
し
ぶ
出
て
き
た
も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
こ

で
、
百
姓
の
な
か
に
は
途
中
シ
シ
ツ
キ
槍
の
穂
先
を
切
り
落
と
し
、
柄
だ
け
を
持
っ
て
後
続
の

竹
槍
組
に
ま
ぎ
れ
込
む
も
の
も
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
に
冬
芽
書
房
版
で

は

50
の
記
述
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
シ
シ
ツ
キ
槍
の
穂
先
を
切
り
落
と
す
も
の

に
加
え
て
、
竹
藪
に
入
り
竹
槍
を
作
る
も
の
も
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の

50
は
実
は
省
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
く
、

60
と
し
て
【
47
】
の
部
分
へ
と
移
さ
れ
て
い
た

も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

60
も
新
た
に
加
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
単
位
間

の
移
動
で
あ
る
か
ら
、
本
来
は
単
位
レ
ヴ
ェ
ル
の
構
成
の
変
更
と
し
て
扱
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

た
だ
、
ご
く
短
か
い
記
述
の
部
分
な
の
で
、
以
前
と
同
様
こ
こ
で
は
追
加
と
省
略
と
し
て
処
理

し
た
。
見
た
よ
う
に
、
冬
芽
書
房
版
の
構
成
に
何
ら
問
題
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
と
さ
ら

変
更
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

【
47
】、
冬
芽
書
房
版
で
は
〈
72
〉
の
前
半
と
〈
73
〉
の
前
半
は
、
梅
村
討
伐
に
向
か
っ
た
先

頭
部
隊
が
、
宮
峠
を
越
え
た
も
の
の
武
器
と
兵
糧
の
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
部
分
で
あ
る
。
宮
峠
を
く
だ
る
と
久
々
野
郷
の
部
落
で
あ
る
。

58
は
久
々
野
郷
の
状
況
が

簡
単
に
記
さ
れ
て
い
る
。
然
る
べ
き
追
加
と
い
え
る
。
久
々
野
郷
の
人
々
に
は
炊
き
出
し
が
要

求
さ
れ
る
。

59
は
握
り
飯
を
む
さ
ぼ
り
食
う
人
々
が
描
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
ま
た
然
る
べ
き

追
加
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

53
は
物
資
に
窮
乏
す
る
人
々
が
描
か
れ
て
い
た
が
、
こ
れ

は

61
と
の
入
れ
か
え
と
い
っ
て
よ
い
。

61
は
物
資
と
応
援
を
要
求
す
る
人
々
が
描
か
れ
て

い
た
。

60
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
。

　

【
48
】、
冬
芽
書
房
版
〈
73
〉
の
後
半
は
、
梅
村
が
火
方
た
ち
に
襲
わ
れ
、
逃
れ
る
途
中
に
肩

を
撃
た
れ
負
傷
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
冒
頭
に
は
、
京
都
か
ら
呼
び
戻
し

の
命
令
が
記
さ
れ
た
書
状
が
梅
村
の
も
と
に
届
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
梅
村
は
禁
を
お

か
し
て
京
都
を
出
、
高
山
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
。

62
は
、
梅
村
が
呼
び
戻
し
の
寛
恕
を
願

う
書
状
を
認
め
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
次
に
は
高
山
か
ら
情
勢
を
知
ら
せ
る
書
状
が
着
く
。

そ
れ
に
も
ま
た
返
書
を
書
く
。
そ
れ
は
引
用
と
い
う
形
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
す
ぐ
あ
と

に

63
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。
梅
村
の
情
勢
判
断
が
記
さ
れ
て
お
り
、
然
る
べ
き
追
加
と
い
っ

て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
他
は
特
に
取
り
あ
げ
る
べ
き
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
省
略
す
る
。

　

【
49
】、
冬
芽
書
房
版
〈
74
〉
の
前
半
は
、
梅
村
が
か
ろ
う
じ
て
逃
が
れ
、
苗
木
藩
に
保
護
を

求
め
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。【
48
】
の
終
わ
り
の
部
分
に
は
梅
村
が
肩
を
撃

た
れ
負
傷
す
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
た
。
だ
が
、
そ
れ
は
主
と
し
て
梅
村
側
か
ら
の
視
点
で

描
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て

66
は
火
方
か
ら
の
視
点
で
描
か
れ
た
も
の
で
、
主
と
し
て

房
吉
ら
が
梅
村
を
撃
っ
た
と
き
の
こ
と
を
百
姓
た
ち
に
語
る
と
い
う
形
で
記
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
梅
村
ら
は
か
ろ
う
じ
て
逃
が
れ
、
や
が
て
苗
木
藩
に
保
護
を
求
め
る
。

67
は
梅
村
が
そ

の
こ
と
を
思
い
つ
く
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
然
る
べ
き
追
加
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
苗
木
藩

目
指
し
て
歩
き
出
し
た
梅
村
で
あ
っ
た
が
、
途
中
の
村
々
で
は
ど
こ
も
固
く
戸
を
閉
ざ
し
て
い

た
。

68
は
、
梅
村
の
悪
評
が
他
に
も
広
く
及
ん
で
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
村
で

も
固
く
戸
を
閉
ざ
し
て
い
た
理
由
と
し
て
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

【
50
】、
冬
芽
書
房
版
〈
74
〉
の
後
半
は
、
人
々
が
苗
木
藩
に
梅
村
の
引
き
渡
し
を
要
求
す
る

が
、
拒
絶
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

69
は
大
方
の
人
々
は
引
き
返
し
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
梅
村
を
追
い
返
せ
ば
役
目
は
終
わ
っ
た
と
考
え
た
た
め
で
あ
り
、
ま

た
兵
糧
が
つ
き
て
い
た
か
ら
で
も
あ
る
と
そ
こ
に
は
記
さ
れ
て
い
た
。
残
っ
た
人
々
は
苗
木
藩

の
城
門
に
押
し
か
け
る
。

70
は
厳
重
に
固
め
ら
れ
た
城
門
の
様
が
記
さ
れ
て
い
た
。
然
る
べ
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き
追
加
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
他
は
す
べ
て
会
話
の
記
述
な
の
で
割
愛
す
る
。

　

【
51
】、
冬
芽
書
房
版
の
〈
76
〉
と
〈
77
〉
は
、
火
方
ら
の
行
動
が
次
第
に
激
化
し
、
名
張
村

五
郎
左
衛
門
が
虐
殺
さ
れ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

75
は
、
指
導
的
立
場
に

立
つ
こ
と
に
な
っ
た
火
方
た
ち
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
と
ち
ょ
う
ど
対
比
的
な
形
で

加
え
ら
れ
た
の
が

76
で
あ
る
。
火
方
が
指
導
的
立
場
に
立
つ
こ
と
で
、
役
所
と
地
役
人
は
微

妙
な
立
場
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
然
る
べ
き
追
加
と
い
っ
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。
他
は
特
に
取
り
あ
げ
る
べ
き
も
の
と
は
思
わ
れ
な
い
の
で
省
略
す
る
。

　

【
54
】、
冬
芽
書
房
版
の
〈
80
〉
は
、
地
役
人
が
宮
原
に
辞
職
を
申
し
出
る
が
受
理
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
冬
芽
書
房
版
で
は
、
宮
原
は
ま
だ
正
式
に
知
事
に
任

命
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。

54
の
部
分
で
あ
る
。
次
の【
55
】の
部
分
に
、

宮
原
が
正
式
に
知
事
に
任
命
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
省
い
て
も
差
し

つ
か
え
な
い
と
は
い
え
る
が
、
こ
と
さ
ら
に
省
く
必
要
も
ま
た
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

【
55
】、
冬
芽
書
房
版
の
〈
81
〉
と
〈
82
〉
は
、
郡
中
会
所
が
宮
原
に
十
二
ヶ
条
の
願
書
を
提

出
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

80
は
、次
第
に
そ
の
立
場
が
回
復
し
つ
つ
あ
っ

た
郡
中
会
所
の
状
況
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
郡
中
会
所
が
宮
原
に
願
書
を
提
出
す
る
。

十
二
ヶ
条
に
わ
た
る
そ
の
願
書
は
引
用
と
い
う
形
で
記
さ
れ
て
い
る
が
、

81
は
そ
の
願
書
に

つ
い
て
の
い
わ
ば
評
と
で
も
い
う
べ
き
記
述
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
記
述
は
む
ろ
ん
他
に
も

あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
補
足
し
た
も
の
で
あ
る
。

82
は
、
願
書
に
対
処
す
る
に
あ
た
っ
て
の
宮

原
の
認
識
と
判
断
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
す
ぐ
あ
と
に
宮
原
の
返
事
が
記
さ
れ
て
い
る
の
だ

が
、

83
は
そ
の
返
事
に
対
す
る
評
と
い
う
べ
き
記
述
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
然
る
べ
き
追
加
と

い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

55
は
、
宮
原
の
返
事
を
聞
い
た
郡
中
会
所
の
総
代
ら
が
お
と
な
し

く
引
き
下
が
る
様
が
描
か
れ
て
い
た
。
宮
原
の
態
度
は
梅
村
と
は
異
な
り
、
頭
ご
な
し
に
拒
否

す
る
こ
と
な
く
お
だ
や
か
な
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
こ
と
さ
ら
に
省
く
必
要
は
な
か
っ
た

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
宮
原
は
郡
中
会
所
の
立
場
に
も
理
解
を
示
し
、
ま
た
旧
地
役
人
も
そ

の
ま
ま
召
し
か
か
え
る
方
針
を
取
っ
た
。
要
す
る
に
以
前
の
状
態
に
戻
っ
た
わ
け
だ
が
、
一
方

百
姓
た
ち
は
梅
村
を
排
除
し
た
の
は
自
分
た
ち
の
力
で
あ
る
と
ば
か
り
に
鼻
息
が
荒
か
っ
た
。

そ
の
結
果
、
地
役
人
や
郡
中
会
所
と
百
姓
た
ち
の
対
立
が
生
じ
て
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る

の
が

84
で
あ
る
。

56
は
、
春
に
な
り
百
姓
た
ち
が
畑
仕
事
を
は
じ
め
た
こ
と
が
描
か
れ
て

い
た
。
こ
と
さ
ら
に
省
く
必
要
は
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

【
57
】、
冬
芽
書
房
版
の
〈
84
〉
と
〈
85
〉
は
、
宮
原
大
輔
が
高
山
県
知
事
に
就
任
し
、
地
役

人
た
ち
と
酒
宴
を
催
す
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

85
は
役
所
の
庭
の
様
子
が
記

さ
れ
て
い
る
。
他
に
も
か
な
り
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
無
駄
な
補
足
と
ま
で
は
い
え

な
い
で
あ
ろ
う
。

86
は
、
地
役
人
た
ち
が
そ
の
ま
ま
採
用
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
知
事
と
新
判

事
を
除
け
ば
郡
代
時
代
と
変
わ
ら
ぬ
顔
ぶ
れ
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
然
る
べ
き
追

加
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

89
は
、
庄
村
が
宮
原
の
杯
を
所
望
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

る
。
宮
原
の
機
嫌
を
と
る
地
役
人
の
一
挿
話
と
し
て
の
追
加
で
あ
る
。

60
は
役
所
の
庭
の
様

子
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
先
の

85
と
の
入
れ
か
え
と
い
う
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
ま

た

85
へ
の
移
動
と
い
っ
た
こ
と
で
も
な
い
。
宴
会
が
進
む
う
ち
に
外
は
冷
た
い
風
が
吹
き
は

じ
め
、
や
が
て
大
粒
の
雨
が
降
り
は
じ
め
る
。

60
は
そ
の
雨
が
降
っ
た
あ
と
の
庭
の
様
子
で

あ
り
、

85
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
と
さ
ら
に
省
く
必
要
は

な
か
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
他
は
す
べ
て
会
話
の
記
述
な
の
で
割
愛
す
る
。
省
略
部
分

も
少
な
く
な
い
が
、

57
は

91
と
の
、

58
は

93
と
の
入
れ
か
え
と
い
っ
て
差
し
つ
か
え

な
い
。

　

【
58
】、
冬
芽
書
房
版
の
〈
86
〉
は
、
梅
村
が
牢
で
煩
悶
の
末
に
亡
く
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
部
分
で
あ
る
。

94
は
梅
村
の
考
え
、

95
は
梅
村
が
前
任
者
の
竹
沢
の
こ
と
を
思
い

出
す
こ
と
、

96
は
梅
村
の
懊
悩
が
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
牢
の
な
か
で
の
梅
村
の
煩
悶

の
様
が
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

97
は
梅
村
毒
殺
を
め
ぐ
る
風
説
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
病
死
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
実
は
政
府
の
手
に
よ
る
毒
殺
だ
っ
た
と

い
う
風
説
が
広
が
っ
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
毒
殺
の
風
説
に
つ
い
て
は
冬
芽
書
房
版
で

も
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
次
の
【
59
】
に
あ
た
る
〈
87
〉
の
冒
頭
に
そ
れ
は

記
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
部
分
の
一
部
の
記
述
が
断
片
的
に

97
の
部
分
に
見
ら
れ
る
が
、

97

で
新
た
に
記
さ
れ
た
こ
と
が
ら
も
少
な
く
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
差
し
か
え
と
見
て
も
よ
い
で

あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の
【
58
】
の
冒
頭
に
は
鉄
砲
弾
を
抜
く
手
術
の
と
き
の
梅
村
が
描
か

れ
て
い
た
。
梅
村
は
手
術
の
際
に
碁
盤
を
所
望
し
、
相
手
と
碁
を
た
た
か
わ
せ
な
が
ら
と
き
に

は
談
笑
さ
え
し
て
長
い
苦
痛
な
手
術
に
た
え
た
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
の
記
述
は
【
58
】
に

相
当
す
る
〈
86
〉
の
部
分
に
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
か
な
り
前
の
部
分
に
そ
れ
は
あ
っ
た
。
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〈
75
〉
と
し
た
ご
く
短
か
い
単
位
が
そ
れ
で
あ
る
。
冬
芽
書
房
版
か
ら
理
論
社
版
へ
の
改
稿
を

検
討
し
た
最
初
の
稿
に
お
い
て
、
実
は
〈
75
〉
は
省
か
れ
た
単
位
と
し
て
指
摘
し
て
お
い
た
が
、

そ
れ
は
誤
り
で
あ
っ
た
。
冬
芽
書
房
版
〈
75
〉
は
、
理
論
社
版
【
58
】
の
冒
頭
に
移
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
以
前
に
掲
げ
た
対
照
表
も
訂
正
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
以
前

に
は
、〈
75
〉
に
対
応
す
る
理
論
社
版
は
空
欄
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、【
58
】
は
〈
86
〉
に
対

応
す
る
こ
と
を
示
し
て
あ
っ
た
。
だ
が
、
実
際
は
〈
74
〉
と
〈
76
〉
に
は
さ
ま
っ
た
〈
75
〉
は

【
58
】
の
部
分
に
移
動
し
、【
58
】
は
〈
75
〉
と
〈
86
〉
に
対
応
す
る
の
が
正
し
い
こ
と
に
な
る
。

そ
の
部
分
の
対
照
表
を
正
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

【
49
】

〈
74
〉

【
50
】

【
51
】

〈
76
〉

〈
77
〉

【
58
】

〈
75
〉

〈
86
〉

　

以
前
に
は
、〈
75
〉
が
省
か
れ
た
理
由
と
し
て
、「
明
ら
か
に
関
羽
に
な
ぞ
ら
え
た
こ
の
記
述

は
い
か
に
も
芝
居
が
か
っ
て
お
り
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。」
と
述
べ
た

が
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
も
削
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、「
い
か
に
も
芝
居
が
か
っ
て
い
」

る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
い
え
ば
、
理
論
社
版
で
は
「「
三
国
志
」
の
関
羽
の
よ

う
に
」
と
い
っ
た
こ
と
ば
が
加
え
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、「
苗
木
の
藩
主
が
ね
ん
ご
ろ
に
迎
え

入
れ
傷
の
手
当
て
を
し
た
こ
と
も
い
っ
し
ょ
に
省
く
必
要
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。」

と
も
述
べ
が
、
こ
れ
ま
た
無
用
の
言
と
し
て
削
除
す
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
部
分
も
省

く
こ
と
な
く
移
動
さ
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

次
は
【
60
】、
冬
芽
書
房
版
〈
87
〉
の
後
半
部
分
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
梅
村
派
の
人
々
、
特

に
江
馬
弥
平
の
そ
の
後
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

99
は
柏
木
徳
兵
衛
の
そ
の
後
が
記

さ
れ
て
い
る
。
梅
村
派
の
一
人
と
し
て
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

100
は
江
馬
弥
平
の
そ
の

後
が
記
さ
れ
て
い
る
。
弥
平
に
つ
い
て
は
他
に
も
か
な
り
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ

こ
で
さ
ら
に
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
八
頁
に
も
及
ぶ
長
い
記
述
で
あ
る
。
作
者
江

馬
修
の
父
親
だ
か
ら
と
い
う
ほ
か
は
な
い
が
、
他
の
人
々
に
比
べ
て
著
し
く
バ
ラ
ン
ス
を
失
し

て
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。

　

【
62
】、
冬
芽
書
房
版
の
〈
88
〉
と
〈
89
〉
の
前
半
は
、
川
上
屋
善
右
衛
門
そ
の
他
京
都
で
活

動
し
て
い
た
人
々
の
そ
の
後
と
、
広
瀬
村
五
郎
作
が
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
部
分

で
あ
る
。

101
は
奥
田
金
馬
太
郎
が
京
都
か
ら
帰
っ
て
来
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
奥
田
は

刑
法
官
に
よ
る
取
り
調
べ
に
立
ち
あ
う
た
め
に
京
都
へ
派
遣
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
彼

が
帰
る
と
間
も
な
く
首
謀
者
の
召
し
取
り
が
は
じ
ま
る
の
で
あ
る
。
然
る
べ
き
追
加
と
い
っ
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

62
は
逮
捕
さ
れ
た
の
は
貧
農
ば
か
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
部
分
は
単
に
省
か
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
次
の
【
63
】
に

103
と
し
て
や
や
詳
し
く
書
き

な
お
さ
れ
る
形
で
加
え
ら
れ
て
い
る
。

102
は
五
郎
作
の
逮
捕
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
部
分
は
十
二
頁
に
も
及
び
、
先
の
江
馬
弥
平
に
関
す
る
記
述
を
越
え
る
第
四
部
に
お
い
て
は

最
も
長
い
追
加
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
五
郎
作
は
百
姓
の
な
か
で
は
か
な
り
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て

て
描
か
れ
て
い
た
人
物
で
は
あ
っ
た
が
、
弥
平
の
場
合
と
同
様
や
は
り
著
し
く
バ
ラ
ン
ス
を
失

し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　

最
後
の
【
63
】、
冬
芽
書
房
版
〈
89
〉
の
後
半
は
、
逮
捕
さ
れ
た
五
郎
作
が
と
う
ま
る
駕
籠

に
乗
せ
ら
れ
高
山
を
去
っ
て
い
く
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。

103
に
つ
い
て
は
先

に
述
べ
た
。

104
は
、
五
郎
作
の
娘
婿
で
あ
る
清
兵
衛
が
か
つ
て
の
こ
と
を
思
い
出
し
涙
を
流

す
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。
か
つ
て
清
兵
衛
は
、
五
郎
作
の
娘
お
み
か
の
も
と
に
夜
ば
い
に
行

く
が
、
不
覚
に
も
父
親
の
五
郎
作
に
見
つ
か
っ
て
し
ま
う
。
だ
が
、
そ
の
夜
は
年
貢
半
減
の
話

し
を
聞
い
て
来
た
五
郎
作
が
有
頂
天
に
な
っ
て
お
り
、
あ
ろ
う
こ
と
か
い
っ
し
ょ
に
酒
を
く
み

か
わ
し
な
が
ら
話
し
に
花
を
咲
か
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
第
一
部
に
お
い
て
か
な
り

詳
細
に
描
か
れ
て
い
た
。
清
兵
衛
は
そ
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
義
父
の
姿
を
見
て
涙
し
た
の
で

あ
る
。
然
る
べ
き
追
加
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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お
わ
り
に

　

江
馬
修
『
山
の
民
』
は
大
き
く
三
度
の
改
稿
を
行
な
っ
て
い
た
。
そ
の
第
一
は
初
稿
（
雑
誌

『
ひ
だ
び
と
』
掲
載
）
か
ら
学
会
版
（
飛
驒
考
古
土
俗
学
会
発
行
）
へ
、
そ
の
第
二
は
学
会
版

か
ら
冬
芽
書
房
版
へ
、
そ
し
て
第
三
は
冬
芽
書
房
版
か
ら
理
論
社
版
へ
の
改
稿
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
都
合
四
つ
の
テ
キ
ス
ト
が
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
初
稿
は
第
三
部
が
存
在
し
な
い
の

で
第
三
部
に
限
っ
て
は
三
つ
の
テ
キ
ス
ト
し
か
存
在
し
な
い
。
理
論
社
版
の
み
第
四
部
が
あ
る

が
、
そ
れ
は
学
会
版
や
冬
芽
書
房
版
の
第
三
部
を
二
つ
に
分
け
た
結
果
に
す
ぎ
ず
、
新
た
に
加

え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

　

『
山
の
民
』
と
い
う
作
品
を
論
じ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
テ
キ
ス
ト
を
論
じ
る
こ
と
に

ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
三
度
の
改
稿
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
本
稿
で
行
な
っ
た
の
は
、『
山
の
民
』
を
論
ず
る
た
め
の
い
わ
ば

前
提
作
業
で
あ
る
。
序
説
と
し
た
ゆ
え
ん
で
あ
る
。




